
２年 道徳科学習指導案 

令和６年２月３日（土）2校時 

２年１組  ２８名 授業者 高橋 美登里 

２年２組  ２８名 授業者 佐藤 寛和 

 

１ 主題名 空色の自転車  内容項目：D（１７）生命の尊さ 

２ 教材名 「空色の自転車」 光村図書 

３ ねらい 車にはねられ、生死をさまよったかんたや、彼を見守る周囲の人々の姿を通して、命の大切さについ

て考えさせ、周りの人に支えられているかけがえのない自分の命を大切にしようとする心情を育てる。 

４ 展開 

 学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 

導入 １ 命について思ったことを、これまでの経験から振り返る。 

◯命って大事だなと思ったことはありますか。どういうときにそう思いましたか。 

・病気をしたとき。 

・親戚が亡くなったとき。 

・事故に遭いそうになったとき。 

展開 ２ 「空色の自転車」を読んで話し合う。 

◯一生目が覚めないかもしれないとお医者さんから言われたとき、お父さん、お母さん、さきちゃん

はどんな思いだったでしょう。 

・悲しい。 

・どうか、目を覚ましてほしい。 

・命は助かったのに、かんたがかわいそうだ。 

◯目を覚ましたかんたを見て、お父さん、お母さん、さきちゃんはどんな思いだったでしょう。 

・目が覚めて、本当によかった。 

・諦めないで話しかけていてよかった。 

・かんたが目を覚ましてくれてうれしい。 

◯毎日訓練を続けるかんたくんは、どんなことを考えていたでしょう。 

・はやく元気になるぞ。 

・また自転車にのりたい。 

・毎日の訓練は大変だけど、頑張るぞ。 

終末 ◯今日の学習を振り返って、今思っていることや考えたことを書きましょう。 

・命があることは当たり前ではない。 

・命は、自分だけのものではない。 

・当たり前に生きているけど、生きていることはすごいこと。 

５ 評価 

・生きることのすばらしさに気づき、周りの人に支えられているかけがえのない命を大切にしていこうと考えてい

る。 


